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令和元年 (2019 年 )令和元年 (2019 年 )

Ｐ１４　けいじばん

Ｐ１６　カレンダー

Ｐ１８　麒麟のまちインフォメーション

Ｐ２０　香美町おさかな通信

今月の主な内容今月の主な内容
Ｐ２　特集　決算を報告します

Ｐ５　おしらせ　年金生活者支援給付金制度　年金生活者支援給付金制度　ほか

Ｐ７　連載　けんこう広場　ほか

Ｐ１２　フォトニュース

表紙　秋の味覚を求めて長蛇の列「香住ガニまつり」
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財政調整基金…予測できない収入の減少や支出の増加に備える基金
減債基金…公債費（借入金返済の費用）の増加に備える基金
特定目的基金…特定の目的の支出に備える基金
定額運用基金…特定の目的のために定額の資金を運用する基金

▼基金残高の推移（一般会計）

30 年度 29 年度

財政調整基金 36 億 7,745 万円 33 億 6,713 万円

減債基金 9億  664 万円 11 億 3,669 万円

特定目的基金 21 億 8,541 万円 20 億 1,167 万円

定額運用基金 4億 2,473 万円 4億 2,470 万円

合計 71 億 9,424 万円 69 億 4,019 万円

▼町債残高の推移（全会計）

30 年度 29 年度

一般会計 197 億 9,988 万円 202 億　561 万円

特別会計 2,841 万円 3,152 万円

企業会計 166 億 8,214 万円 175 億 9,435 万円

合計 365 億 1,043 万円 378 億 3,148 万円

平成 30 年度平成 30 年度

決算を報告します決算を報告します
●問い合わせ先　役場財政課●問い合わせ先　役場財政課

歳入

【歳出  145億3,511万円】【歳入  150億7,824万円】

一般会計一般会計

歳出

　平成 30年度は、町民の安全・安心を第一に、このまちに誇りをもち、より豊かなまちづくりを目指して、

さまざまな事業に取り組みました。

　決算額は、一般会計の歳出総額は 145 億 3,511 万円で、町民一人当たりに換算すると 82 万 4,874 円

になります（平成 29年度は 77万 2,959 円）。

　（平成 31年 4月 1日現在の住民基本台帳人口 17,621 人を基に計算しています）

『町民一人当たり 824,874 円』『町民一人当たり 824,874 円』が使われました。が使われました。



3 －広報 ふるさと香美 2019.10

●民生費
　子育て家庭を支える地域づくりのため、病児保育の実施や医療費

の助成、村岡区保育所統合のための支援などに取り組みました。

●総務費
　本町への新しいひとの流れをつくるための取組として、移住定住

対策の推進や、まちの玄関口である JR香住駅の駅前広場改修工事

に着手しました。

●教育費
　小規模校の良さを生かした、香美町ならではの教育に挑戦しまし

た。英語教育では、小学生からの英語教育の義務化を視野に入れ、

外国語指導助手 (ALT) を 5人に増員するなど充実を図りました。

●土木費
　利便性の高いまち、災害に強いまちづくりを目指して、一般国道

9号線笠波峠工事や、急傾斜地崩壊対策事業など、国や県が実施す

る事業にも共同で取り組みました。

●衛生費
　結婚・妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援として、妊産婦検診

や健康教室の実施、健やかに暮らせるまちづくりとして、各種予防

接種などにも取り組みました。

●消防費
　災害対策強化のため、役場に防災安全課を設置したほか、香住区

の防災行政無線デジタル化による町内全域のデジタル化など、災害

に強いまちづくりを目指して取り組みました。

●農林水産業費
　但馬食肉センター改修工事の支援や、美方郡産但馬牛の世界・日

本農業遺産認定に向けた取組など、地域資源の高付加価値化などに

注力しました。

●商工費
　総務大臣賞受賞の観光ポスターを使った地域資源の魅力発信や人

材還流、雇用対策の取組としてイベントでの企業紹介などを行いま

した。

▲【民生費】村岡区保育所統合により竣工した宝樹保育園園舎

▲【農林水産業費】美方郡産但馬牛システムが日本農業遺産に認定

▲【総務費】スタディツアーで制作したかかしを設置する参加者

平成 30年度は
　　こんなまちづくりをしました。

▲【教育費】子どもたちに英語を教えるＡＬＴ

▲【衛生費】パパのための子育て講座の様子

▲【商工費】総務大臣賞を受賞した観光ポスター
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特別会計特別会計

　企業会計は、地方公営企業法の適用を受けており、民間企業とほぼ同じ複式簿記などで、経営の内容をより明

らかにしている会計です。

●公立香住病院事業
　入院患者数は、インフルエンザの流行による感染防止のため、一時新規の入院患者の受け入れを制限したこと

などにより 10,970 人（前年度比△ 886 人・7.5％減）となり、外来患者数は、約半年間休診していた整形外科

の診療を再開したことなどにより 41,119 人（前年度比＋ 721 人・1.8％増）となりました。

　また、介護老人保健施設の入所者数は 15,022 人（前年度比△ 951 人・6.0％減）、通所者数は 1,643 人（前

年度比＋ 1人・0.1％増）、訪問看護利用者数は 2,590 人（前年度比△ 184 人・6.6％減）、居宅介護利用者数は

568 人（前年度比＋ 116 人・25.7％増）となりました。

　今後も地域医療の維持、確保に努め、町民の皆さんに親しまれ、信頼される病院を目指します。

企業会計企業会計

●後期高齢者医療保険事業
　年度末の被保険者数は 4,000 人（前年度比 0.4％

減）でした。

　また、一人当たりの医療給付費は 70万 8,645 円（前年度比 0.7％減）となりました。

●介護保険事業
　年度末の第１号被保険者数（65歳以上）は 6,817 人、認定者数は 1,321 人、認定率は 19.4％でした。

　また、介護給付費は 19億 9,005 万円（前年度比 0.6％増）となりました。

●財産区
　長井財産区の管理運営を行いました。

●町立地方卸売市場事業
　町立地方卸売市場は、漁獲量の減少などにより、せり場の使用はなく、施設の維持管理を行いました。

●国民宿舎事業
　「ファミリーイン今子浦」の宿泊利用者数は 6,446 人（前年度比 1.4％増）、宴席者数は 4,786 人（同 27.3％減）

となりました。

●矢田川憩いの村事業
　「かすみ・矢田川温泉」の利用者数は 6万 1,563 人（前年度比 1.5％減）となりました。

●水道事業
　平成 30年度の年間有収水量は 2,269,713㎥で、前年度と比較して 7,588㎥（0.3％）減少しました。

　施設整備としては、訓谷水系において、平成 29年度に引き続き、浄水施設整備、送水管布設工事を実施し、

新施設の供用を開始するなど、安全・安心な水の供給に努めました。

●下水道事業
　平成 30年度は、企業会計原則に基づいた経理のもと、下水道施設の適正な維持管理を行い、快適な生活環境

の保全と公共用水域の水質保全に努めました。

　また、平成 30年度末における接続率は 79.5％となり、前年度と比較して 0.7％増加しました。

　特別会計は、町が特定の事業を行う場合、その事

業で得られる収入を財源として支出するため、一般

会計とは別に経理を行う会計です。

●国民健康保険事業
　被保険者数は年度平均で4,519人（前年度比4.5％

減）でした。

　また、一人当たりの医療給付費は、30 万 5,158

円（前年度比 0.1％減）となりました。

会計名 歳入 歳出 差引額

国民健康保険事業 23億 9,110 万円 23 億 2,412 万円 6,698 万円

事業勘定 20億 8,841 万円 20 億 2,311 万円 6,530 万円

佐津診療施設勘定 1,869 万円 1,869 万円

兎塚・川会診療施設勘定 3,086 万円 3,086 万円

小代診療施設勘定 1億 6,533 万円 1億 6,494 万円 39 万円

兎塚・川会歯科診療施設勘定 8,781 万円 8,652 万円 129 万円

後期高齢者医療保険事業 2億 9,964 万円 2億 9,450 万円 515 万円

介護保険事業 23億  692 万円 22 億 7,778 万円 2,914 万円

財産区 166 万円 40 万円 126 万円

町立地方卸売市場事業 67万円 67 万円

国民宿舎事業 2,040 万円 2,040 万円

矢田川憩いの村事業 3,166 万円 3,166 万円

合　計 50億 5,207 万円 49 億 4,954 万円 1億  253 万円

▼特別会計決算額



5 －広報 ふるさと香美 2019.10

　

年
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所
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、
年
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せ
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す
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受
け
取
り
に
は
、
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

対
象
者

　

▼ 

老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
で
以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
人

　
　

・
受
給
者
本
人
が
65
歳
以
上

　
　

・
世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税

　
　

・ 

年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が
88
万
円
以
下

　

▼ 

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
で
以
下
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
人

　
　

・
前
年
の
所
得
額
が
４
６
２
万
円
以
下

請
求
手
続
き

　

平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
の
案
内
に
同
封
さ
れ
て
い
る
は
が
き
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
31
年
４
月
２
日
以

降
に
年
金
を
受
給
し
始
め
た
人
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
町

民
課
、
各
地
域
局
で
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
日
・
支
給
対
象
期
間

　

10
月
末
ま
で
に
請
求
手
続
き
を
し
た
場
合
は
12
月
に
、
12
月
末

ま
で
に
請
求
手
続
き
を
し
た
場
合
は
、
令
和
２
年
２
月
に
10
月
分

ま
で
遡
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
２
年
１
月
以
降
に
請
求
手
続
き
を
し
た
場
合
は
、
請
求
し

た
月
の
翌
月
分
か
ら
し
か
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

区分 内容 香美町（※ 2）
早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率
一般会計などの実質赤字額が標準財政規模 ( ※ 1)

に占める割合

赤字なし

（赤字なし）
13.66％ 20.00％

連結実質赤字比率
すべての会計の実質赤字額の合計が標準財政規模

に占める割合

赤字なし

（赤字なし）
18.66％ 30.00％

実質公債費

比率

借入金 ( 地方債 ) の返済額やこれに準じる額が標準

財政規模に占める割合

9.5％

（9.2％）
25.0％ 35.0％

将来負担比率
借入金 ( 地方債 ) や将来支払いの可能性がある町の

負担などが標準財政規模に占める割合

77.3％

（91.6％）
350.0％ 設定なし

資金不足比率

（※ 3）

公営企業の資金不足が事業規模 ( 料金収入など ) に

占める割合

不足なし

（不足なし）

20.0％

( 経営健全化基準 )
設定なし

財政の指標財政の指標
　まちの財政の健全性を表す財政指標についてお知らせします。

　各指標に定められた基準を上回ると、自主的な改善や国の管理における確実な再生などが求められることになり

ます。各指標について平成 30年度決算に基づき算定した結果、本町の財政指標は、すべて基準を下回っています。

※1　標準財政規模とは、地方公共団体が通常の行政活動を行う上で必要な一般財源の規模のこと

※ 2　（　）内の数字は昨年度のもの

※ 3　対象となる会計は、町立地方卸売市場事業、国民宿舎事業、公立香住病院事業、水道事業、下水道事業の５会計

貸借対照表

資産の部 220 億 7,959 万円

固定資産 219 億 3,067 万円

流動資産 1億 4,893 万円

負債・資本の部 220 億 7,959 万円

固定負債 122 億 2,776 万円

流動負債 11億 1,340 万円

繰延収益 101 億 9,294 万円

資本金 18 億 3,419 万円

剰余金 △ 32 億 8,870 万円

収益的収入および支出など

収益的収支差引（税抜き） 6,237 万円

収入 15億 1,206 万円

支出 14 億 4,969 万円

資本的収支差引（税込み） △ 5億    82 万円

収入 5億 2,253 万円

支出 10 億 2,335 万円

一般会計繰入金 8億 1,974 万円

（うち基準外繰入金 1億 9,852 万円）

▼下水道事業
貸借対照表

資産の部 68億 5,941 万円

固定資産 65億 6,448 万円

流動資産 2億 9,493 万円

負債・資本の部 68億 5,941 万円

固定負債 27億 3,666 万円

流動負債 3億 2,748 万円

繰延収益 21億　613 万円

資本金 23 億 3,635 万円

剰余金 △ 6億 4,721 万円

収益的収入および支出など

収益的収支差引（税抜き） △ 1億 3,075 万円

収入 4億 7,155 万円

支出 6億　230 万円

資本的収支差引（税込み） △ 2億　480 万円

収入 1億 9,339 万円

支出 3億 9,819 万円

一般会計繰入金 1億　887 万円

▼水道事業
貸借対照表

資産の部 15億 1,699 万円

固定資産 13億 2,035 万円

流動資産 1億 9,664 万円

負債・資本の部 15億 1,699 万円

固定負債 3億 2,287 万円

流動負債 3億 2,919 万円

繰延収益 273 万円

資本金 36 億 6,117 万円

剰余金 △ 27 億 9,897 万円

収益的収入および支出など

収益的収支差引（税抜き） △ 5,161万円

収入 11億 7,369 万円

支出 12 億 2,530 万円

資本的収支差引（税込み） △ 6,429 万円

収入 1億 3,412 万円

支出 1億 9,840 万円

一般会計繰入金 3億 4,116 万円

（うち基準外繰入金 9,392 万円）

▼公立香住病院事業

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

℡
０
５
７
０
・
05
・
４
０
９
２

請
求
手
続
き
は
お
早
め
に

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

▲給付金サイトのＱＲコード
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町
で
は
、
次
の
と
お
り
正
規
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

職
種

　

技
能
労
務
職
（
調
理
員
兼
運
転
員
）

採
用
予
定
人
数

　

２
人

勤
務
先
・
業
務
の
内
容

　

 　

香
住
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
村
岡

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
業
務
お
よ
び

運
転
業
務
に
従
事
し
ま
す
。
ま
た
、
将
来

的
に
は
現
場
の
主
任
を
担
っ
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

受
験
資
格
（
①
、②
の
両
方
を
満
た
す
人
）

 　

① 

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
高
等
学
校
以
上
の
学
校
を
卒
業

し
た
人
、
ま
た
は
令
和
２
年
３
月
31
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

　

② 

車
両
総
重
量
７
・
５
㌧
ま
で
の
Ｍ
Ｔ
車

を
運
転
で
き
る
準
中
型
免
許
以
上
を
有

す
る
人
、
ま
た
は
令
和
２
年
３
月
31
日

ま
で
に
当
該
免
許
を
取
得
見
込
み
の
人

　

※ 

免
許
を
取
得
見
込
み
の
人
が
免
許
を
取

得
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
試
験
に
合
格

し
て
も
採
用
さ
れ
る
資
格
を
失
い
ま
す
。

採
用
予
定
日

　

令
和
２
年
４
月
１
日

試
験

　

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　
　

・
11
月
17
日
（
日
）
10
時
30
分
〜

　
　

・
役
場
本
庁
舎

　

▼
内
容

　
　

 　

業
務
適
性
検
査
お
よ
び
職
場
適
応
性

検
査
の
筆
記
試
験
と
個
別
面
接
試
験
を

行
い
ま
す
。

申
込
方
法

①  

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
の
交
付
…
役
場

総
務
課
お
よ
び
各
地
域
局
で
行
い
ま
す
。

郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
１
４
０
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角
２
）
を
同

封
し
て
、
役
場
総
務
課
へ
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

② 

受
験
申
込
書
を
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

提
出
期
限

　

10
月
31
日
（
木
）
ま
で
の
平
日
８
時
30
分

か
ら
17
時
15
分
の
間
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
10
月
31
日
（
木
）
必
着

町
の
正
規
職
員
を
募
集
し
ま
す

町
の
正
規
職
員
を
募
集
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

役
場
総
務
課

令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
予
定

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
上
下
水
道
課

更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
制
度
の
更
新
制
導
入

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
制
度
の
更
新
制
導
入

　

10
月
１
日
に
「
水
道
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
資
質
の
維
持
・

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
町
の

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
制
度
に
５
年
ご

と
の
更
新
制
を
導
入
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
指
定
の
有
効
期
間
が
従
来
の
無

期
限
か
ら
５
年
間
と
な
る
こ
と
か
ら
、
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
有
効

期
限
内
で
の
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。初

回
更
新
ま
で
の
指
定
の
有
効
期
間

　

初
回
の
更
新
時
期
に
つ
い
て
は
、
従
前
の

制
度
で
指
定
を
受
け
た
日
に
よ
り
、
更
新
ま

で
の
有
効
期
間
が
異
な
り
ま
す
。（
下
表
参

照
）

　

な
お
、
期
間
内
に
更
新
を
受
け
な
い
場
合

は
、
指
定
の
効
力
を
失
い
ま
す
。

指定を受けた日 初回更新までの指定の有効期間

Ｈ 10 年 4 月 1日～Ｈ 11 年 3 月 31 日 Ｒ 2年 9月 29 日までの１年間

Ｈ 11 年 4 月 1日～Ｈ 15 年 3 月 31 日 Ｒ 3年 9月 29 日までの２年間

Ｈ 15 年 4 月 1日～Ｈ 19 年 3 月 31 日 Ｒ 4年 9月 29 日までの３年間

Ｈ 19 年 4 月 1日～Ｈ 25 年 3 月 31 日 Ｒ 5年 9月 29 日までの４年間

Ｈ 25 年 4 月 1日～Ｒ元年 9月 30 日 Ｒ 6年 9月 29 日までの５年間

※ 

初
回
の
更
新
手
続
き
に
関
す
る
ご
案
内
は
、

役
場
上
下
水
道
課
か
ら
事
前
に
通
知
し
ま

す
。
当
該
通
知
に
つ
い
て
は
、
各
指
定
の

有
効
期
間
満
了
日
の
約
３
カ
月
前
の
発
送

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
は

冬
の
寒
い
時
期
に
発
症
の
傾
向
が
高
く
な
る

こ
と
か
ら
、
毎
年
11
月
が
対
策
強
化
月
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
、
そ
れ
ま
で
元
気
だ
っ
た
赤

ち
ゃ
ん
が
何
の
予
兆
や
病
歴
も
な
し
に
突
然

亡
く
な
っ
て
し
ま
う
原
因
不
明
の
病
気
で
す
。

日
本
で
の
発
症
は
減
少
傾
向
で
す
が
、
毎
年

１
０
０
人
前
後
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

発
症
は
、
生
後
２
か
月
か
ら
６
か
月
に
多

く
、
ま
れ
に
１
歳
以
上
で
も
発
症
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
３
〜
４
カ
月
児
健
診
を
受

診
し
た
保
護
者
へ
の
調
査
で
は
、
93
％
が
Ｓ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
「
知
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い

ま
す
。
こ
の
結
果
か
ら
、
本
町
で
は
子
育
て

世
代
、
特
に
母
親
の
間
で
は
認
知
さ
れ
て
き

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
で
亡
く
な
る
赤
ち
ゃ

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

赤
ち
ゃ
ん
を
原
因
不
明
の
突
然
死
か
ら
守
る

赤
ち
ゃ
ん
を
原
因
不
明
の
突
然
死
か
ら
守
る

〜
「
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
」
の
予
防
の
た
め
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜

〜
「
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
」
の
予
防
の
た
め
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
を

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
を

ご
存
知
で
す
か

ご
存
知
で
す
か

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は

　

し
か
し
、
全
く
う
つ
伏
せ
姿
勢
に
し
て
は

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

床
や
、
顔
が
埋
も
れ
な
い
硬
め
の
マ
ッ
ト
な

ど
の
上
で
、
赤
ち
ゃ
ん
が
起
き
て
い
る
時
は

様
子
を
み
な
が
ら
、
う
つ
伏
せ
姿
勢
を
と
ら

せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
運
動
発
達
の
促
し
や

後
頭
部
の
扁へ

ん

ぺ

い平
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
ま
し
ょ
う

　

母
乳
育
児
が
母
子
双
方
に
と
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
良
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
て
、

母
乳
育
児
の
赤
ち
ゃ
ん
の
方
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の

発
生
率
が
低
い
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ル
ク
に
も
利
点
が
あ
る
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん

や
お
母
さ
ん
の
体
調
、
生
活
に
合
わ
せ
て
利

用
さ
れ
る
と
よ
い
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
母

乳
育
児
に
ト
ラ
イ
し
ま
し
ょ
う
。

た
ば
こ
を
や
め
ま
し
ょ
う

　

た
ば
こ
は
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発
生
の
大
き
な
危
険

因
子
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
中
の
喫
煙

は
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
を
妨
げ
や
す

夜
間
の
救
急
電
話
相
談
窓
口

夜
間
の
救
急
電
話
相
談
窓
口

　

夜
間
に
、
子
ど
も
の
急
な
病
気
や
ケ
ガ
な

ど
で
、
病
院
に
行
く
べ
き
か
ど
う
か
迷
っ
た

と
き
に
、
看
護
師
な
ど
か
ら
症
状
に
応
じ
た

対
処
の
方
法
や
受
診
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
兵
庫
県
子
ど
も
医
療
電
話
相
談

　

▼
相
談
時
間

　
　

平
日
、
土
曜
日
…
18
時
〜
翌
日
８
時

　
　

 

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
…
８
時
〜
翌

日
８
時

　

▼
電
話
番
号

　
　

＃
８
０
０
０　

（
携
帯
電
話
も
可
能
）

　

※
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合
は

　
　

０
７
８
・
３
０
４
・
８
８
９
９

■
但
馬
地
域
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

　

▼
相
談
時
間

 
 

19
時
〜
22
時

　

▼
電
話
番
号

　
　

 

０
７
９
６
・
22
･
９
９
８
８
（
き
ゅ

う
き
ゅ
う
は
は
）

く
、
呼
吸
中
枢
に
も
明
ら
か
に
悪
い
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
妊
婦
自
身
の
喫
煙
は
も
ち
ろ

ん
、
妊
婦
や
赤
ち
ゃ
ん
の
傍
で
の
喫
煙
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

ん
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
母
親
だ
け
で
は
な

く
、
赤
ち
ゃ
ん
の
家
族
や
こ
れ
か
ら
子
育
て

を
す
る
世
代
に
も
広
く
知
っ
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
原
因
や
予
防
方
法
は
確
立
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
以
下
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
守
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
率

が
低
く
な
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

● 

１
歳
に
な
る
ま
で
は
、
寝
か
せ
る
と
き
は

仰
向
け
に
寝
か
せ
ま
し
ょ
う

　

う
つ
伏
せ
寝
の
方
が
、
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
生

率
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
寝
か
せ
方

の
配
慮
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
窒
息
や
誤
飲
、
け

が
な
ど
の
事
故
か
ら
守
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
医
学
上
の
理
由
で
う
つ
伏
せ
寝
を
勧
め

ら
れ
て
い
る
場
合
以
外
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
顔

が
見
え
る
仰
向
け
に
寝
か
せ
ま
し
ょ
う
。
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●問い合わせ先　町教育委員会生涯学習課

あなたも体験してみませんか
　10月 26 日に但馬高原植物園周辺で、27日には

養父市立全天候運動場周辺でワールドマスターズ

ゲームズのリハーサル大会を行います。参加は無

料ですので、この機会にチャレンジしてみてはい

かがでしょうか。

　また、地区の運動会などでも体験会を実施しま

すので、見つけた際には、ぜひ、お立ち寄りくだ

さい。

　2年後の 2021 年 5 月 14 日～ 31 日、世界中の

スポーツ愛好家や元一流アスリートと肩を並べて

スポーツで汗を流してみませんか。

　2019 年から 2021 年にかけて国際大型スポーツイベントが続く「ゴールデン・スポーツイヤーズ」がい

よいよ始まりました。9月 20 日の開幕から熱戦が繰り広げられているラグビーワールドカップを皮切りに、

2020 年に向け、次々と出場選手が決まっている東京オリンピック・パラリンピック、そして 2021 年 5月に

は本町も競技の会場となるワールドマスターズゲームズ 2021 関西が開催されます。

ワールドマスターズゲームズって？
　ワールドカップやオリンピックは、国の代表として選ばれたエリート選手の卓越したパフォーマンスを「観

る」スポーツの祭典ですが、ワールドマスターズゲームズは、原則 30歳以上であれば複数種目にエントリー

できるオープンな大会で、誰もが主人公として「参加できる」イベントになっています。

　また、種目については、馴染みのあるバスケットボール、野球、水泳からカヌーやオリエンテーリングまで

35競技 59 種目が関西広域で行われ、世界 150 カ国 5万人の選手が訪れる

予定です。

本町で行われる競技があります！
　本町ではオリエンテーリングという競技が行われます。オリエンテーリン

グとは地図とコンパスを持ち、山の中に設置された複数のポイントをいかに

早く回るか、タイムを競うスポーツです。トレイルランやマラソンに似てい

ますが、走るコースは決まっておらず、地図を見てポイントまで山や谷をか

け抜けるか、遠回りだが走りやすい道でスピードを出すかなど、自由にコー

スを決めることができ、思わぬところで逆転できる楽しさがあります。

　オリエンテーリングのミニコースをつくり、小・中学生を対象に体験会を

行うと、口々に「楽しい」と感想を話してくれます。

「ワールドマスターズゲームズ2021関西」開催まで、あと582日「ワールドマスターズゲームズ2021関西」開催まで、あと582日

▲みんなでワールドマスターズゲームズを盛り上げましょう
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こ
ん
に
ち
は
。
香
美
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
谷
野
博
で
す
。
今
年
度
か
ら
「
木
の
駅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
運
営
業
務
と
し
て
、
森

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
美
方
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
森
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
美
方
と
は
、
美
方
郡
内
の
森
林
所
有

者
や
在
住
者
を
対
象
に
、
山
で
手
つ
か
ず
に

な
っ
て
い
る
木
や
間
伐
材
を
出
荷
し
て
も
ら

い
、
そ
の
対
価
と
し
て
、
美
方
郡
内
の
登
録

商
店
で
の
み
使
用
で
き
る
地
域
通
貨
を
お
渡

し
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
３
５
０
㌔
の

木
で
２
５
０
０
円
分
の
地
域
通
貨
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
昨
年
は
４
４
０
㌧
以
上
の
出
荷

を
受
け
、
３
０
０
万
円
以
上
の
地
域
通
貨
が

発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
荷
さ
れ
た
木
は
北
但
西
部
森
林
組
合
に

よ
り
集
荷
さ
れ
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン

タ
ー
で
木
材
チ
ッ
プ
に
加
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
集
め
ら
れ
た
木
の
木
材
チ
ッ
プ
以

外
へ
の
活
用
方
法
と
し
て
、
現
在
は
薪
ス

ト
ー
ブ
用
に
加
工
し
た
り
、「
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ

ド
ワ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
る
生
木
を
使
っ
た
木

工
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
グ

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
は
機
械
を
使
わ
ず
手

道
具
を
用
い
て
加
工
し
ま
す
。「
ゴ
ッ
ホ
の

椅
子
」
と
い
う
、
ゴ
ッ
ホ
の
描
い
た
絵
に
出

て
く
る
有
名
な
椅
子
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ

の
椅
子
の
製
作
に
現
在
、
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
木
製
の
お
椀
な
ど
を
作
る
た
め
に
木

材
を
回
転
さ
せ
る
旋
盤
と
呼
ば
れ
る
機
械
が

あ
る
の
で
す
が
、
今
後
は
人
力
で
動
く
旋
盤

を
自
作
し
、
お
皿
な
ど
の
木
製
品
の
製
作
に

も
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

手
道
具
で
行
う
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク

は
、
電
気
が
な
く
て
も
木
工
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
道
具
と
技
術
を
整
え
て
、
み

な
さ
ん
に
も
体
験
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲削り馬という自作の作業台で木を削る谷野隊員

香美町香美町
地域おこし地域おこし
協力隊日記協力隊日記
第31話第 31話

　また、10 月 15 日から 11 月 15 日までの間、新店

舗での「香美町フェア」の開催が決定しました。本町

の食材をメインメニューとして提供してもらうこと

はもちろん、開始直後の 10 月 18 日には、告知イベ

ントも行います。イベントでは、特設ステージを設け、

本町出身の芸人「電氣ブラン（吉本興業）」による司

会進行とネタ披露のほか、但馬漁協の競り人による素

人競り市、本町出身者による但馬牛ラーメンの提供な

どを行います。

　現在、このような複数の店舗を構える企業と交渉

を行い、本町の

食材を活用し

た町の PR がで

きるよう、営業

を行っています。

今後も、このよ

うな事例を増や

していくことで

本町を知っても

らい、訪れてみ

ようと思う人が

増えるよう頑張

ります。

　みなさんこんにちは。香美町役場神戸営業所の今井

和
か ず き

希です。

　連載第 19回目は、㈱ワールドワンの新店舗「ひょ

うご五国ワールド」への参画および当店舗で開催され

る「香美町フェア」についてご紹介いたします。

　神戸営業所では、これまでから地域活性化を理念に

掲げる企業、㈱ワールドワンと密に連携をとり「山

陰隠岐の島ワールド」への加入のほか、連携店舗で 3

度「香美町フェア」を実施するなど、交流を深めてき

ました。

　この度、兵庫県の食材を全面に PRする「ひょうご

五国ワールド 三宮横丁」が 9月 19 日にオープンし

ました。店舗では、兵庫五国の一つである但馬を代表

して、香住ガニ（ベニズワイガニ）や白エビなどの本

町の食材を数多く使用していただけることとなりまし

た。注目度の高い飲食店で本町の名前が多くの人の目

に触れることで、「香美町」および「香美町食材」の

知名度向上を図れると考えています。ただ単に食材を

提供していくだけではなく、その食材の歴史や生産者

の取組、想いも消費者に伝えていきたいです。

　木の駅プロジェクトは、

木の出荷者と登録商店を

募集しています。

●問い合わせ先

森のステーション美方

　 0796・95・1147

▲ ひょうご五国ワールド　オープニングイベント　浜
上町長と河野社長

こちら香美町役場
神戸営業所です
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山
す
そ
や
集
落
内
の
田
畑
で
、
大
切
に
育

て
た
米
や
野
菜
、
果
実
な
ど
が
ニ
ホ
ン
ザ
ル

（
以
下
「
サ
ル
」
と
い
う
。）
に
食
い
荒
ら
さ

れ
る
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ル
は
非
常
に
学
習
能
力
が
高
く
、
こ
れ

ま
で
に
講
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
攻
略
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

最
新
の
対
応
策
と
し
て
は
「
お
じ
ろ
用

心
棒(

サ
ル
用
通
電
式
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵)

」
と
追
い
払
い
の
併
せ
技
が
有
効
で
す
。

●
お
じ
ろ
用
心
棒
の
特
徴

① 

支
柱(

塩
ビ
パ
イ
プ
部)

を
触
っ
て
も
感

電
し
ま
す
。

② 

侵
入
し
て
も
、
出
る
と
き
に
感
電
し
ま
す
。

③ 

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
、
そ
の
他
の
動
物

に
も
有
効
で
す
。

④
維
持
管
理
に
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

⑤ 

基
準
額
の
85
％
以
内
で
、
町
の
補
助
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

 （
例　

基
準
額
10
万
円
で
８
万
５
千
円
の

補
助
）

問い合わせ先　役場農林水産課

べ
た
り
、
と
き
に
は
倉
庫
の
中
に
入
り
込
ん

で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
近
年
ク
マ
に

よ
る
、
人
身
被
害
や
農
作
物
被
害
、
生
活
被

害
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
出
会
わ
な
い
た
め
に

① 

山
や
森
林
付
近
、
あ
る
い
は
夜
間
に
外
出

す
る
と
き
は
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出

る
も
の
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

② 

夕
方
か
ら
早
朝
に
か
け
て
の
時
間
帯
は
、

柿
や
栗
の
木
な
ど
、
ク
マ
が
居
そ
う
な
所

に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
悪
い
ク
マ
に
さ
せ
な
い
た
め
に

① 
ク
マ
は
臭
い
に
と
て
も
敏
感
で
す
。
ご
み

(
と
く
に
生
ご
み)

は
ク
マ
を
誘
い
込
み

ま
す
の
で
屋
外
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
田
畑
へ
の
残
飯
ま
き
や
収
穫
し

な
い
野
菜
の
放
置
も
厳
禁
で
す
。

② 

不
要
な
柿
や
栗
の
木
は
、
で
き
る
だ
け
伐

採
し
ま
し
ょ
う
。
伐
採
が
困
難
な
場
合
は

ト
タ
ン
な
ど
で
防
護
す
る
か
、
果
実
を
早

め
に
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

　

ク
マ
は
通
常
、
人
を
避
け
て
生
活
す
る
動

物
で
す
が
、
急
に
出
会
う
と
大
き
な
爪
や
牙

な
ど
で
相
手
に
一
撃
を
与
え
、
逃
げ
る
と
い

う
習
性
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
ク
マ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
大

声
を
出
し
た
り
、走
っ
た
り
す
る
と
、か
え
っ

て
ク
マ
を
興
奮
さ
せ
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い

て
状
況
を
よ
く
判
断
し
て
か
ら
、
刺
激
し
な

い
よ
う
に
、
そ
の
場
か
ら
ゆ
っ
く
り
後
退
し
、

▲ツキノワグマ（兵庫県森林動物研究センター提供）

　

実
り
の
秋
は
柿
や
栗
な
ど
の
果
物
類
が
お

い
し
い
季
節
で
す
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
（
以
下

「
ク
マ
」
と
い
う
。）
は
果
物
類
が
大
好
物
で

あ
り
、
民
家
近
く
へ
出
没
し
、
柿
の
実
を
食

静
か
に
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

　

人
里
・
山
中
に
か
か
わ
ら
ず
、
ク
マ
を
目

撃
し
た
り
痕
跡
を
確
認
し
た
場
合
は
、
役
場

農
林
水
産
課
ま
た
は
各
地
域
局
に
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
サ
ル
追
い
払
い
の
コ
ツ

① 

一
人
で
も
多
く
の
人
数
で
、
で
き
る
だ
け

し
つ
こ
く
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
集
落
ぐ
る
み
の
追
い
払
い
が
効
果
的
で
す
。

③ 

追
い
払
い
の
対
象
は
メ
ス
と
子
ど
も
で
す
。

④ 

電
動
ガ
ン
を
活
用
す
る
な
ど
、
体
力
の
な

い
人
は
強
い
武
器
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

電
気
柵
な
ど
で
防
除
す
る
こ
と
も
有
効
で

す
が
、
野
生
動
物
を
近
付
か
せ
な
い
環
境
を

つ
く
る
こ
と
、
追
い
払
っ
て
山
へ
返
す
こ
と

も
重
要
な
対
策
の
ひ
と
つ
で
す
。
各
家
庭
や

集
落
ぐ
る
み
で
農
作
物
や
平
穏
な
生
活
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の

被
害
を
防
ぐ
た
め
に

被
害
を
防
ぐ
た
め
に

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の

被
害
を
防
ぐ
た
め
に

被
害
を
防
ぐ
た
め
に

▲おじろ用心棒

　

サ
ル
の
位
置
情
報
に
つ
い
て
は
、
１
日
に

２
回
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
配
信
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
役
場
農
林
水
産
課
ま
た

は
各
地
域
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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けいじばんけいじばんカレンダーカレンダー 連　載連　載フォトニュースフォトニュース おしらせおしらせ

「私たちにできること」

●レジ袋を断ろう

　マイバッグを車に積んでおく、職場の机に常

備するなど、マイバッグを活用しましょう。

●マイボトルを持ち歩こう

　ペットボトルなどの消費を減らせば、自然に

もお財布にも優しくなります。

●山・川・海のレジャーでごみは持ち帰ろう

　ポイ捨ては絶対ダメ。山や川で捨てられたご

みは、やがて海に流れ出て、汚染します。

●適切に分別しよう

　混ぜればごみ、分ければ資源。プラスチック

製容器、ペットボトルは適切に分ければ資源と

なります。

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知
ら
せｅｃｏ

　ペットボトルなどの容器包装、家庭用品からおもちゃ

まで、私たちの生活を便利にしているプラスチック。

　一方、その手軽さゆえに、大量のプラスチックごみが

捨てられ、海に流れ出て環境を汚染しています。さらに

魚や鳥が誤飲し、生物にも悪影響を及ぼすなど世界的に

海のプラスチックごみが問題となっています。

　日本は、一人あたりのプラスチック容器の廃棄量が世

界で 2番目に多い国です。

　美しい山、川、海、自然と共生するまちを目指し、プ

ラスチックごみの減量化にみんなで取り組みましょう。

プラスチックごみを減らそうプラスチックごみを減らそう

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活活費費 相相談談

～公民館でのＳＦ商法～～公民館でのＳＦ商法～

商品が安く買えたと思ったら商品が安く買えたと思ったら

［事例］

　100 円で日用品の販売があるとい

うチラシを見て公民館に出向いた。

　会場に着くと、戸を閉められ、閉鎖

した空間で販売が始まった。時間に遅

れた人は中に入れてもらえなかったよ

うだ。

　そのうちに 20 万円の高額な寝具

マットの販売が始まり、断りにくく、

後払いで契約してしまった。

▲魚の内臓から見つかった細かいプラスチックゴミ

【ひとことアドバイス】

◆ 日用品が安価で手に入るなどと人を集め「欲しい人」

とあおり、挙手させて興奮状態にし、最終的に高額な

商品を売るという SF商法（催眠商法）です。

◆ 雰囲気に流されて契約してしまっても、8日間は無条

件に解約できるクーリングオフ制度があります。

◆ クーリングオフはハガキなどの書面で申し出ができま

す。

◆ 断りきれずに購入し、「しまった」と思ってもあきら

めずにご相談ください。

【一人住まいの人へ】　自動通話録音機の購入補助制度をご活用下さい！

　町では、振り込め詐欺をはじめとした、電話による特殊詐欺などの被害を未然に防ぐため、4月から、一人

暮らしの 65歳以上を対象に、自動通話録音機の購入費の一部を補助しています。

　制度の内容・手続きなどの詳細については、広報 5月号または町HPをご覧ください。
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　8月 24 日、香住区中央公民館で、「はじめての

手話講座」が開催されました。

　耳が聞こえない人は、相手が話す口の動きだけで

物事を判断しようとすると「料理」と「掃除」が同

じに感じるなど、日常生活で困ることがあります。

但馬各地から参加した 10 人は講演や DVD で聞こ

えないことを学んだ後、実際に手話に挑戦しました。

　参加者は手の動きだけでなく、表情豊かに全身を

使った手話でのコミュニケーションを楽しみました。

　講師で兵庫県聴覚障害者協会の仲光
み つ え

恵さんは「聞

こえないことについて理解が進み、筆談だけでなく

手話がもっと普及していけばよいなと思っていま

す」と手話で語ってくれました。

　9月 1日、美方郡消防操法大会が北但西部森林組

合内敷地で開催され、本町と新温泉町の各支団から

選ばれた小型ポンプ操法 10 分団 40 人、ポンプ車

操法 5分団 25人が出場しました。

　本大会は火災の際にどれだけ早く正確に動けるか

を競うもので、火点に見立てた的に目がけて放水す

る時間や動きの機敏さなど日頃の訓練で磨いた技術

を披露しました。

　本町の代表として出場した分団では、小型ポンプ

操法の部で香美町消防団村岡支団村岡第 7分団が

優勝、ポンプ車操法の部で香美町消防団香住支団香

住特設分団が準優勝に輝きました。

▲指導を受けながら手話を楽しむ参加者

▲火点に目掛け放水を行う消防団員

　9月 6日、子牛の資質向上や畜産農家の生産技術

向上などを目的として毎年行われている香美町子牛

品評会が町とＪＡたじまの主催で開催されました。

　今回は、昨年 12 月 1日から今年 2月 28 日まで

に生まれた子牛が対象で、雄・雌の部には 30 頭、

去勢の部には 14頭が出品され、品位、体格などに

ついて厳正な審査を受けました。

　雄・雌の部の最高賞、一等一席を受賞した「みや

よしふく」を出品した、小代区の中村まゆみさんは

「大型の扇風機で牛が夏バテをしないようにしまし

た。一等一席はなかなかとれないのでうれしいです」

と共に育ててきた夫健
け ん じ

二さんと喜びをかみしめてい

ました。 ▲一等一席を受章したみやよしふく号と中村さん夫妻

手で話し、目で聴くコミュニケーション　手で話し、目で聴くコミュニケーション　～はじめての手話講座～はじめての手話講座～～

放水始め！！　放水始め！！　～第 16回美方郡消防操法大会～～第 16回美方郡消防操法大会～

世界に誇る但馬牛の生産を　世界に誇る但馬牛の生産を　～香美町子牛品評会～～香美町子牛品評会～
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けいじばんけいじばんカレンダーカレンダー フォトニュースフォトニュース お知らせお知らせ連　載連　載

自慢の梨！食べてくれてありがとう　自慢の梨！食べてくれてありがとう　～香住梨感謝祭 2019 ～～香住梨感謝祭 2019 ～

　9月 21 日、たじま農業協同組合の香住直売所で

香住梨感謝祭 2019 が開催され、梨の試食や直売、

ザルに山盛りにされた梨の重量を当てる「目方当て

クイズ」などが行われました。

　制限時間内にむいた梨の皮の長さを競うゲームで

は、賞品の 3㎏の香住梨獲得を目指し、参加者は皮

を切れさせないように丁寧に手を動かしていました。

　優勝した神戸市在住の住吉智
と も こ

子さんは「真心こめ

てナイフを使いました」とはにかんでいました。

　今年の梨は、例年に比べ梅雨時期の降水量が少な

かったことが影響し、全体的に小ぶりで、出荷量は

昨年の約 118t を下回る 90t となりましたが、糖度

は高く、みずみずしいものが収穫されました。 ▲皮むき競争で切れないように丁寧に梨の皮をむく参加者

　9月 21 日、香住漁港西港で香住ガニまつりが同

実行委員会の主催で開催されました。

　この日は、香住ガニや甘エビなどの海産物即売や

「米地みそ」を使用して調理した香住ガニ汁の提供

などが行われ、訪れた人は、旬の海の幸を満喫して

いました。

　また特設ステージでは、ボイルされた香住ガニ１

匹を制限時間内にいかに美しく、たくさん食べられ

るかを競う、早食い大会が行われました。本大会で

「たくさんたべたで賞」を受賞した、大阪府寝屋川

市の田打節
せ つ こ

子さんは「友だちに応援してもらってた

くさん食べられた。賞品のカニはお礼に渡します」

と笑顔でした。

　9月 13 日、香住天文館で中秋の名月観望会が、

町教育委員会の主催で行われました。

　この日は、10 人が参加し、天文ドームの天体望

遠鏡で、見ごろとなった月や土星、木星を観測。白

く輝く様に感嘆の声を漏らしていました。

　また、望遠鏡の接眼レンズにスマートフォンのカ

メラ近づけて月を撮影するなど、大人も一緒になっ

て楽しんでいました。

　姫路市出身の井上翔
しょう

さんは「都会と違ってさえぎ

るものがないので、月がとても明るく、美しく見え

ました」と感動した様子でした。

　研修棟では観測指導員による詳しい解説もあり、

参加者は月や星の楽しみ方を学びました。

▲早食い大会でカニにかぶりつく参加者

▲天文ドームの天体望遠鏡で月を観察する子ども

名月、夜空に浮かぶ　名月、夜空に浮かぶ　～中秋の名月観望会～～中秋の名月観望会～

県内外からカニを求めて賑わう　県内外からカニを求めて賑わう　～第 11回香住ガニまつり～～第 11回香住ガニまつり～
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募　
　

集

募　
　

集

県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

博
士
前
期
課
程
（
Ｂ
日
程
）

博
士
前
期
課
程
（
Ｂ
日
程
）

町
臨
時
職
員

町
臨
時
職
員

募
集
職
種
と
採
用
予
定
人
数

① 

兎
和
野
高
原
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー
・
施
設

管
理
兼
指
導
補
助
員
…
１
人

② 

香
住
区
内
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

…
６
人

③ 

村
岡
区
ま
た
は
小
代
区
内
・
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
支
援
員
…
２
人

勤
務
時
間
（
勤
務
日
）

① 

８
時
30
分
〜
17
時
（
週
５
日
勤
務
、
土
日

勤
務
あ
り
）

② 

③
授
業
日
は
、
授
業
終
了
後
〜
18
時
。
土

曜
日
、
長
期
休
業
日
は
１
日
勤
務
（
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
）

応
募
資
格

① 

利
用
者
へ
の
指
導
補
助
な
ど
が
で
き
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
を
持
つ
人

② 

③
保
育
士
資
格
、
幼
・
小
な
ど
教
諭
免
許

ま
た
は
社
会
福
祉
士
資
格
を
有
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い

採
用
予
定
日

12
月
１
日
付

賃
金
な
ど

①
日
額
７
５
０
０
円

② 

③
時
給
１
０
４
０
円
（
資
格
無　

時
給

９
３
０
円
）

　

通
勤
手
当
別
途
支
給
。
社
会
保
険
お
よ
び

雇
用
保
険
に
加
入
（
１
日
６
時
間
勤
務
以
上

の
職
の
み
）

応
募
方
法

　

①
〜
③
共
通　

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

開　
　

催

開　
　

催

と
き
・
と
こ
ろ　

11
月
17
日
（
日
）
11
時
〜
15
時
45
分

県
立
但
馬
長
寿
の
郷
（
養
父
市
八
鹿
町
国
木

５
９
４
‐
10
）

対
象

男
性　

 

20
歳
〜
45
歳
の
但
馬
在
住
ま
た
は
在

勤
の
独
身
の
人

女
性　

 

20
歳
以
上
で
県
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
独
身
の
人

内
容

１
対
１
の
ト
ー
ク
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
な
ど

参
加
費

男
性
２
０
０
０
円　

女
性
１
５
０
０
円(
食

事
・
イ
ベ
ン
ト
費)

募
集
定
員

男
女
各
15
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

申
込
締
切

10
月
25
日
（
金
）
必
着

申
込
方
法

① 

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
（
申
込
書
は
但
馬
県

民
局
お
よ
び
兵
庫
県
青
少
年
本
部
Ｈ
Ｐ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

縁
結
び
交
流
会
参
加
者

縁
結
び
交
流
会
参
加
者

　

①
は
運
転
免
許
証
の
写
し
を
、
②
③
は
資

格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
締
切

10
月
25
日
（
金
）

面
接
試
験

 

11
月
上
旬
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
、
場
所
な
ど
は
応
募
者
に
個
別
に
通

知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

役
場
総
務
課
、
各
地
域
局

町
戦
没
者
追
悼
・
平
和
祈
念
式

町
戦
没
者
追
悼
・
平
和
祈
念
式

　

母
子
等
専
門
相
談
員
（
弁
護
士
）
が
無
料

で
専
門
的
な
法
律
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

　

遺
産
相
続
・
財
産
分
与
の
問
題
、
養
育
費

や
親
権
の
問
題
な
ど
、
誰
に
も
言
え
ず
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
（
要
予
約
）。

と
き
・
と
こ
ろ

11
月
29
日
（
金
）

豊
岡
市
役
所
立
野
庁
舎
（
豊
岡
市
立
野
町
12

‐
12
）

対
象
者

母
子
家
庭
、
寡
婦
、
父
子
家
庭
の
人

母
子
家
庭
な
ど
の
た
め
の
法
律
相
談

母
子
家
庭
な
ど
の
た
め
の
法
律
相
談

　

戦
後
74
年
が
経
過
し
、
戦
争
を
知
ら
な
い

国
民
が
全
体
の
４
分
の
３
以
上
を
占
め
る
よ

う
に
な
り
、
戦
争
そ
の
も
の
の
記
憶
が
薄
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

戦
争
で
尊
い
命
を
失
っ
た
先
達
の
御み

た

ま魂
を

招
き
、
過
去
の
惨
劇
を
２
度
と
繰
り
返
さ
な

い
こ
と
を
誓
い
合
い
、
次
代
へ
と
語
り
合
う

た
め
、
戦
没
者
追
悼
・
平
和
祈
念
式
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

11
月
３
日
（
日
）
10
時
〜

香
住
区
中
央
公
民
館　

※ 

戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
の
渡
部
陽
一
氏
の
講
演

会
を
10
時
45
分
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
局

FAXFAX

対
象

大
学
卒
業
者
（
見
込
み
含
む
）、
も
し
く
は

同
等
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
社
会
人

経
験
者
や
留
学
生

募
集
人
数

博
士
前
期
課
程
…
12
人

出
願
資
格
認
定

11
月
２
日
（
土
）
〜
11
月
15
日
（
金
）

願
書
受
付

11
月
19
日
（
火
）
〜
12
月
３
日
（
火
）

試
験
日

12
月
15
日
（
日
）
11
時
〜

試
験
会
場

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス

神
戸
商
科
キ
ャ
ン
パ
ス

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス
経
営

部
学
務
課

℡
０
７
９
６
・
34
・
６
０
７
９

Ｅrrm
@
ofc.u-hyog

o.ac.jp

② 

メ
ー
ル
（
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
勤
務
先
・
勤

務
先
市
町
名
を
記
載
）

　

tajim
a_habatan@

seishonen.or.jp

③ 

ひ
ょ
う
ご
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
Ｈ

Ｐ
（
あ
い
サ
ポ
会
員
の
み
）

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

但
馬
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

０
７
９
・
６
６
２
・
７
７
０
１

　

０
７
９
・
６
６
２
・
７
７
０
３

※
開
館
日
時　

水
・
土
・
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時
15
分
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と
き
・
と
こ
ろ

11
月
16
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
テ
ィ
７
階
）

内
容

土
地
建
物
登
記
、
土
地
境
界
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

兵
庫
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
但
馬
支
部

℡
０
７
９
６
・
23
・
３
８
６
０

（
前
日
の
17
時
ま
で
に
）

土
地
家
屋
調
査
士

土
地
家
屋
調
査
士  

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

但
馬
地
区
精
神
保
健
福
祉
研
修
会

但
馬
地
区
精
神
保
健
福
祉
研
修
会

兵
庫
県
の
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

兵
庫
県
の
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

申
込
期
限

11
月
20
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所

　

０
７
９
６
・
82
・
３
１
６
１

　

精
神
障
害
者
の
家
族
や
地
域
住
民
の
精
神

障
害
者
な
ど
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
、

誰
も
が
地
域
で
あ
た
り
ま
え
の
暮
ら
し
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
精
神
保
健

福
祉
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

11
月
８
日
（
金
）
13
時
30
分
〜
16
時

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
テ
ィ
７
階
）

内
容

シ 

ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

 「
精
神
障
害
者
の
〝
住
む
・
語
る
・
つ
な

が
る
〞
を
考
え
よ
う
」

コ 

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
所
長　

柳
尚
夫
氏

対
象

家
族
、
当
事
者
、
一
般
町
民
、
民
生
児
童
委

員
、
関
係
者
な
ど

参
加
費

無
料申

込
期
限　

10
月
18
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

℡
０
７
９
６
・
26
・
３
６
７
２

難
病
「
医
療
・
生
活
」
相
談
会

難
病
「
医
療
・
生
活
」
相
談
会

日
頃
の
治
療
の
悩
み
や
生
活
の
相
談
が
で
き

ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

10
月
27
日
（
日
）
13
時
〜
16
時
（
腎
臓
病
の

み
10
時
〜
12
時
）

豊
岡
市
立
野
庁
舎
（
豊
岡
市
立
野
町
12
‐

12
）内

容

医
療
、
生
活
、
栄
養
、
歯
科
、
保
健
、
福
祉

相
談相

談
費
用

無
料
（
参
加
申
込
不
要
）

問
い
合
わ
せ
先

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

０
７
９
６
・
26
・
３
６
７
２

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園　
　
　
　

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園　
　
　
　

　
　
　

開
園

　
　
　

開
園
2020
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
開
園
20
周
年

を
記
念
し
て
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の
約
束
か
ら

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
未
来
へ
」
と
題
し
て
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

11
月
２
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時
20
分

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
テ
ィ
７
階
）

内
容

記
念
講
演
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
事
業
報

告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

対
象

ど
な
た
で
も
参
加
可

参
加
費

無
料申

込
期
限

10
月
18
日(

金)

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園

℡
０
７
９
６
・
23
・
５
６
６
６

　

０
７
９
６
・
23
・
６
５
３
８

　

 kounotori@
stork.u-hyog

o.ac.jp

焼
き
芋
＆
竹
お
も
ち
ゃ
作
り
大
会

焼
き
芋
＆
竹
お
も
ち
ゃ
作
り
大
会

　

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
で
サ
ツ
マ
イ
モ
を

焼
い
た
り
、
竹
鉄
砲
や
竹
ト
ン
ボ
を
作
っ
た

り
し
て
、
里
山
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

と
き
・
と
こ
ろ

11
月
17
日
（
日
）
９
時
〜
13
時

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
（
豊
岡
市
竹
野
町
坊

岡
９
４
３
）

募
集
人
数

30
人申

込
期
間

10
月
15
日
（
火
）
〜
11
月
11
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但

　

０
７
９
６
・
21
・
９
１
１
０

　

０
７
９
６
・
21
・
９
１
０
２

　

 hokutan@
snow

.ocn.ne.jp

調
停
相
談

調
停
相
談

　

交
通
事
故
や
相
続
な
ど
の
民
事
上
の
も
め

ご
と
の
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。（
申
込

不
要
）

と
き
・
と
こ
ろ

11
月
17
日
（
日
）
９
時
30
分
〜
15
時

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
テ
ィ
７
階
）

問
い
合
わ
せ
先

豊
岡
簡
易
裁
判
所

　

０
７
９
６
・
22
・
２
３
０
４

年
末
調
整
説
明
会
お
よ
び　
　
　
　
　
　

年
末
調
整
説
明
会
お
よ
び　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　

軽
減
税
率
制
度
説
明
会

と
き
・
と
こ
ろ

11
月
22
日
（
金
）

年
末
調
整
説
明
会　

13
時
15
分
〜
15
時
15
分

軽
減
税
率
説
明
会　

15
時
30
分
〜
16
時
30
分

香
住
区
中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先

豊
岡
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門

　

０
７
９
６
・
22
・
２
１
５
９

　

10
月
１
日
か
ら
、
兵
庫
県
の
最
低
賃
金
が
、

時
間
額
８
９
９
円
（
28
円
引
き
上
げ
）
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

０
７
８
・
３
６
７
・
９
１
５
４

　

相
談
会
で
は
各
部
門
の
研
究
、
治
療
に
あ

た
っ
て
い
る
著
名
な
先
生
を
講
師
と
し
て
、

FAXFAXFAXFAX
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いきいきカレンダー ▶15 14
10 11
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けいじばんけいじばんカレンダーカレンダー フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

（令和元年 9月 20日現在、順不同）

◆広報「ふるさと香美」に広告を掲載しませんか◆
●広告スペース　この記事の大きさ
●色　　　　　　モノクロ
●広告料　　　　1枠　5,000 円／号
●発行部数　　　約 7,200 部
● 申込方法　　　申込書に必要事項を記入し、広告
原稿を添えて提出してください。原稿案は、紙
面に印刷した物でもお受けしますが、なるべく、
CD-ROMなどの磁気媒体でデータでの提出をお願
いします。なお、掲載希望月の 2カ月前の月末ま
でに提出してください。
●問い合わせ先　役場企画課

　豊岡年金事務所が出張年金相談を実施します。相
談には年金手帳などの基礎年金番号が分かるものを
ご持参ください。
　なお、代理でお越しになる場合は、委任状と代理
者の身分証明書（運転免許証など）が必要です。
　完全予約制です。相談を希望される人は、前日ま
でに豊岡年金事務所お客様相談室へ電話で予約して
ください。
とき
11 月 21 日（木）14時～ 16時
ところ
村岡地域局
予約時の豊岡年金事務所連絡先
℡ 0796・22・0948
（ 音声案内に従い「1番」、「2番」の順に番号を選択
してください）
問い合わせ先
役場町民課、各地域局
豊岡年金事務所お客様相談室

　前日までにご予約を　前日までにご予約を

出張年金相談出張年金相談

（一財）自治総合センターコミュニティ助成事業（一財）自治総合センターコミュニティ助成事業　　　　
宝くじ助成で地域の活性化を！宝くじ助成で地域の活性化を！

　下浜区では、平成 30 年 12 月に完成した公会堂

で使用する机・イスなどの備品を、宝くじの事業収

入を地域の活性化のために活用することを目的と

した、（一財）自治総合センターの「コミュニティ

助成事業」を活用して整備しました。

　整備された備品は、

さっそく高齢者を対象と

した元気体操サークルや

各種団体の会議や活動に

活用されるなど、高齢者

の生きがいづくりや世代

間交流の機会の創出など、

地域の活性化につながる

取組に利用されています。

問い合わせ先

役場企画課
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こ
の
夏
の
お
地
蔵
さ
ま
の
前
垂
れ
は
酷
暑
を
し
の

が
す
レ
モ
ン
の
色
に　
　
　
　
　

池
田
惠
子

歩
く
背
に
風
の
涼
し
さ
あ
り
が
た
し
道
の
端
に
咲

く
つ
わ
ぶ
き
の
花
も　
　
　
　
　

岡
田
美
栄
子

終
戦
七
十
四
年
の
追
悼
式
不
戦
で
平
和
令
和
に
つ

な
げ
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

力

年
ご
と
に
空
家
増
え
ゆ
く
古
里
よ
や
が
て
我
が
家

も
と
思
え
ば
さ
み
し　
　
　
　
　

田
中
富
美
子

秋
に
入
り
庭
の
草
取
り
す
る
我
に
番
の
小
鳥
つ
き

て
離
れ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬
ト
シ

老
い
て
な
お
手
探
り
で
行
く
道
な
れ
ど
今
日
を
信

じ
て
流
れ
に
の
り
た
り　
　
　
　

吉
村
栄
子

雲
隠
れ
し
て
し
ま
っ
た
若
き
日
の
夢
の
幾
つ
か
満

月
に
浮
か
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

風
と
来
て
風
と
去
り
ゆ
く
秋
茜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
内
綾
子

虫
の
音
に
祖
母
思
い
出
す
茅
の
屋
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
佐
真
弓

窓
際
の
居
場
所
こ
よ
な
き
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本
文
枝

虫
時
雨
山
家
の
闇
を
鳴
き
と
お
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
垣
博
子

城
跡
に
四
方
の
風
鈴
鳴
り
ひ
び
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
淵
も
と
え

盆
明
け
て
蝉
も
我
も
抜
け
が
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

和
美

秋
灯
し
村
人
守
る
駐
在
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
し
ず
子

ひ
と
握
り
畑
の
帰
り
に
夏
わ
ら
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

道
子

芋
水
車
水
を
た
た
き
て
廻
り
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

〜 

俳
句
講
座 

〜　

選
者 

栃
下 

喜
幸

〜 

短
歌
講
座 

〜　

選
者 

有
本 

倶
子

　広報ふるさと香美では偶数月に、香美町、新温泉町

と鳥取県の 1市 4町で構成される「麒麟のまち圏域」

のイベントや事業を各市町のリレー形式で紹介する

「麒麟のまちインフォメーション」を掲載しています。

次回、新温泉町へ

第 3回　岩美町

●会場　岩美町中央公民館、Studio652（旧岩美

病院）、東浜海岸

●お問い合わせ

岩美現代美術展実行委員会事務局

（岩美町商工観光課内）　　0857・73・1416

詳細はウェブサイトをご覧ください

https://iwami-art.jp/

第 12 回　岩美現代美術展
　今年で 12 回目を迎える「岩美現代美術展」。この美

術展はアーティスト・イン・レジデンス（現地滞在制作）

方式により、アーティストが岩美町内に滞在しながら作

品制作・展示を行う展覧会です。

　今年は国内から前衛書家の和田彩さん、韓国から現代

美術作家のチョン・イルヨンさんを招いて、県東部の伝

統工芸「因州和紙」を素材に作品を制作します。

●日程　10月 12 日（土）～ 10月 22 日（火）

和田 彩　書家 / 筆跡鑑定士 / 学術博士

神戸市生まれ。神戸大学大学院博

士課程修了。六彩舎主宰。2018

年神戸市文化奨励賞受賞。2017

年在ポーランド日本国大使館で個

展。

チョン・イルヨン

ソウル大学校西洋学科卒業。ソウ

ル大学校大学院西洋画専攻終了。

2019「存在の生々しさ」（恩平文

化芸術会館・ソウル）、2018「目

に見えないもの」（ギルダム書院・

ソウル）で個展。

香
美
町
高
齢
者
大
学

「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
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行政区 氏名 性別 保護者 出生日

行政区 氏名 性別 年齢 死亡日

※ このコーナーは、8.21 ～ 9.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

※ このコーナーは、8.21 ～ 9.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

まちのうごき
（令和元年 9月 1日現在）

人　口 17,453 人　（－ 30）

男 8,327 人　（－ 17）

女 9,126 人　（－ 13）

世帯数 6,532 世帯（－ 8）

（　）内は前月比

■編集後記■

　底引網漁が解禁となり、漁港は一気に活気づいて

きました。本町で水揚げされる香住ガニをはじめと

した旬の海の幸。今年も町内外たくさんの人に味

わってもらいたいですね。（よしだ）

あなたを必要としている子どもがいますあなたを必要としている子どもがいます

「里親」になって子どもたちに家庭の温もりを！「里親」になって子どもたちに家庭の温もりを！

　さまざまな事情により家族と一緒に暮らすことの
できない子どもたちがいます。
　県では、子どもたちを家族の一員として温かく迎
え入れ、深い愛情と正しい理解をもって育てていた
だける里親を募集しています。
里親になるには
　事前に研修を受講していただき、こども家庭セン
ターにて里親申請を行います。
　その後、知事に認定を受け、里親登録されると「里
親」になります。
　なお、資格などは必要ありませんが、子どもたち
を健康に育てるために里親には一定の要件（健康状
態、経済力など）を満たすことが求められます。
里親に支給される費用
　子どもの委託を受けると里親には、一般生活費（子
どもの食費や被服費などを賄う費用）と里親手当（養
育里親）が支給されます。

問い合わせ先　
豊岡こども家庭センター
℡ 0796・22・4314

種類 内容

養育里親
子どもが自立できるようになるまで、もしくは家庭
に戻れるようになるまでの間（満 18歳未満）、家庭
で子どもを養育するもの

専門里親
養育里親のうち、虐待などで心身に有害な影響を受
けるなど、特に支援が必要な子どもを養育するため
に一定の研修を受けたもの

親族里親
両親など、現に養育する者が死亡、行方不明などで
養育できなくなった場合、扶養義務者およびその配
偶者が子どもを養育するもの

養子縁組
里親

親が養育できない子どもを養子縁組を前提に養育す
るもの

里親の種類

※ 上記のほかに週末里親、季節里親もあります。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。



この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

行政放送が聞き取れ

なかった場合はお電

話ください。

専用電話番号

0120・63・1210

（通話料無料）

総　務　課　36・1111

財　政　課　36・1942

企　画　課　36・1962

防災安全課　36・1190

税　務　課　36・1113

会　計　課　36・4321

町　民　課　36・1110

 消費生活センター　36・1941

健　康　課　36・1114

福　祉　課　36・1964

 いきいき相談センター　36・4004

農林水産課　36・0846

観光商工課　36・3355

建　設　課　36・1961

上下水道課　36・0420

議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321( 代表 )

小代地域局　97・3111( 代表 )

教育委員会　94・0101

香住区中央公民館（香住区生涯学習センター）

　　　　　　36・3764

村岡区中央公民館　98・1366

小代地区公民館（小代区地域連携センター）

　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住老人福祉センター

　　　　　　　36・5008

村岡老人福祉センター

　　　　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター

　　　　　　　97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

ホームページ

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
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号
）
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月
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日
発
行
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／
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美
町
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編
集
／
企
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課

▲競りにかけられる赤イカ

おさかな通信
香美町 魚

とと

の拾九…赤イカ

　

秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
水
揚
げ
さ
れ
る
赤

イ
カ
は
、
ソ
デ
イ
カ
や
タ
ル
イ
カ
と
も
呼
ば

れ
、
日
本
海
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
沖
縄
や

小
笠
原
諸
島
な
ど
の
熱
帯
で
も
漁
獲
さ
れ
ま

す
。
赤
イ
カ
と
呼
ば
れ
て
い
る
イ
カ
は
こ
の

ほ
か
に
も
日
本
各
地
で
多
数
あ
っ
て
、
太
平

洋
で
漁
獲
さ
れ
る
ム
ラ
サ
キ
イ
カ
系
や
、
九

州
・
北
陸
で
は
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
系
も
赤
イ
カ

と
し
て
流
通
し
て
い
ま
す
。
イ
カ
の
名
称
は

な
ん
だ
か
や
や
こ
し
い
で
す
ね
。

　

こ
の
地
方
で
は
昭
和
40
年
頃
か
ら
昼
間

立た

て

な

わ

し

き

縄
式
ソ
デ
イ
カ
つ
り
漁
法
で
漁
獲
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
延は

え

な

わ

し

き

縄
式
漁
具
に
改
良
す
る

こ
と
で
漁
獲
量
を
増
や
す
事
に
成
功
し
、
そ

の
後
さ
ら
に
改
良
を
重
ね
、
現
在
の
タ
ル
流

し
立
縄
漁
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
息
水
深
は
60
〜
80
㍍
く
ら
い
の
や
や
深

い
層
で
、
夜
に
な
る
と
表
層
近
く
に
移
動
し

ま
す
。
豊
漁
の
年
と
不
漁
の
年
が
あ
り
、
た

く
さ
ん
取
れ
る
と
大
雪
に
な
る
と
い
う
俗
説

が
あ
り
ま
す
が
、
因
果
関
係
は
解
明
さ
れ
て

お
ら
ず
、
生
態
も
謎
が
多
い
で
す
。

　

大
き
な
赤
イ
カ
は
主
に
業
務
用
で
流
通

し
、
安
定
的
に
使
え
る
の
で
宿
泊
業
や
飲
食

店
に
人
気
で
す
。

　

赤
イ
カ
の
食
べ
方
は
、
や
は
り
胴
体
を
厚

め
に
切
っ
た
刺
身
が
最
高
で
す
ね
。
冷
凍
す

る
と
、
モ
ッ
チ
リ
と
し
た
食
感
に
な
り
、
さ

ら
に
う
ま
み
や
甘
み
が
増
し
ま
す
。
ゲ
ソ
と

耳
は
長
時
間
煮
込
む
と
柔
ら
か
く
な
る
の

で
、
お
で
ん
の
具
に
す
る
と
お
い
し
く
い
た

だ
け
ま
す
。
ゲ
ソ
を
み
じ
ん
切
り
や
ミ
ン
チ

に
し
て
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
の
具
材
に
す
る
と

ヘ
ル
シ
ー
で
、
カ
ロ
リ
ー
が
気
に
な
る
人
で

も
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

冷
凍
保
存
し
て
も
う
ま
い
赤
イ
カ
。
相
場

が
落
ち
着
い
た
時
に
買
い
置
き
し
、
旬
が
終

わ
っ
て
も
ソ
デ
に
し
な
い
で
、
年
中
召
し
上

が
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　赤イカを初めて見た時、その大きさにビックリしました。下足（ゲ

ソ）を伸ばすと身長で負けてしまう、とと活隊副隊長の今西康
や す き

喜

です。私からは漁に使う道具を少し紹介します。

　右の写真は、赤イカ漁で使用する「樽」です。仕

掛けの目印として海に浮かべるものですので、蛍光

色にして大海原でも仕掛けが見つけやすくしていま

す。樽の上にある白いものは「疑
ぎ じ え

似餌」で、これに

赤イカは寄ってきます。 ▲漁に使用される樽と疑似餌


